
















は じ め に
本稿 は,初 級文型 の表現 をで きるだけ 自然な表現に近 づ けるための練習
方 法について述 べた ものであ り,い わぱ,初 級 文型応用 表現練習 のための
アイディァ集 とで もい うべ きもので ある。機械 的 な ドリルで はな く感情 を
伴 った表現練 習 を通 じて,学 習者 にそ の文型 の用法 を身 につ けさせ るこ と
が 目的 とな ってい る。
記述 の形式 として は,ま ず,そ の文型 の用法上 の特色,指 導上 の留意点
な どを簡単 に解 説 して か ら,い ろいろな場面設定や例文 などを用 いて,練
習方法 につ いて説明 してい くこ とになる。 ただ し,説 明 の しかたは,文 型
によって異 なる。
なお,文 型 の提 出順 は,早稲 田大学 の初級 日本 語教科書 に基づ いて いる。
今回 は,第1課 か ら第21課 までの文型 を扱 うこ とに した。
練習方法 のアイ デ ィアは,原 則 として初級 文法研究会 において検討 した
ものだが,文 責 は それ ぞれの項 目の執筆担 当者 にある。アイデ ィア自体,
未熟 な ものや,す で に実践 されてい るもの も多いか とは思 うが,初 級教 育
*本稿に用いた略号は,次 のとお 堕である。
T,..教師S.、.学 習者N...名 詞Aj,.甲 形容詞AjN、..い
わゆる形容動詞Adv… 副詞V… 動詞Vi・ 一 自動詞Vt・ 一9
他動詞A,B,・ ・.いくつかの品詞が入るときの総称
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を考 えるためσ)一つの叩 き台 とい う意 味で公 にす ることにした。問題 点 の
ご指摘,ご 教示 をいただ ければ幸いであ る。
1.N1はN2で す(L1)
・受 け手 がN2に ついての情報 を持 っている と不 自然 な会話 となるので,
N2に は受1ナ手 σ)知らない ものを使用す る。 もしくは,箱 に入れ るな どし
てpわ からない よ うにしてお く。
・受 け手 が知 らない とい う点 と,語 彙量 の少 なさを考慮 して,学 習者 の母
語 の単語 も使用 す る。
2.こ,そ,あ,ど(L1,L2)
・「こ,そ,あ`が 単 なる距離 の違 いで使 い分 け られ て い る の で は な く,
話 し手 と受 け手 の領域 との関連 で使い分 け られて いるこ とを理解 させ る。
。「これ」 「ここ」 の指 示す るもの の違い をはっき りと させ る。(特に建築
物 の場 合)
(練習方法1〉
学生 と黄 に教室 ヴ)外へ出て,学 生 の知 らない学校 の施設や,建 物,ま た
は近隣 の建物,施 設 につ いて,そ れ らの名称 を教 える。次 にテ ス トと称 し
て一 ヵ所ず つ質問 を してい く。 その際 にわか らないこ とを学生同士 で質問
させ る。実際 に歩 いて,入 るこ とのできる所 には入 った上 で 「ここ」 を使
うP
(練習方 法2)プ レゼ ン ト
ふ たに リボ ンを付 けた箱 を用意 し,学 生同士で プ レゼン トの受 け渡 しを
させ る。 中味 はいろいろ と用意 し,渡 す役 の学生 に入れ替 えをさせ る。
例SIS2と 会 ってあい さつをする。 手 にはプ レゼ ン トの箱 を 持 ってい
る。
S2あ い さつ の後で,「その箱(それ)は何 ですか。」
SI「(これ は)プレゼ ン トです。」 プ レゼ ン トを差 し出す。
S2箱 を ゆす って中の音 を聞いて,「これ はなんです か。」
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S1「そオしは,,,でゴm。」
S2箱 を開 けて,「あっ本当 だ。 ど うもあPが と うございます。」
S正 「ど ういた しまして、」
(練習方法3)
日本地 図の パ ズル(都道府県 が その形 に 切 り抜 いて あるもの)を用 意す
る。教室 には,都 道府県 の場所 と名前,形 がわ かるよ うな地図 を用意 して
お く。パ ズル の ラベル はバ ラバ ラに して並べ る。学生 には都道府県名 を書








自分 の引い た くじの県 をTに 聞 く。 「～県 はどれです か。」
パ ズル のラベル を指 して,「それ です。」
「これ です か。」
「はい,そ うです。」正 しいラベル を取 るまで くり返す。
学生全員 に対 して,「 これは～県 です。」・











もう一人学生 を指名 して,「S2さ ん,～ 県 は どこです か・」
地 図上 の場所 を示 して,「ここです。」
自分 の ラベ ルをパ ズルの台紙 の上 において,「ここですか。」
正 しい場所 にな った ら,「はい,そ うです。」
次 にS2餅SIの 役割 をす る。
3,数 の数 え方(L2)
「イチ ,二,サ ン,ヨ ン,ゴ,ロ ク,ナ ナ,ハ チ,キ ュウ,ジ ュウ」 と教
える。4,7,9,の 数 え方 は日本人 で も人 によって異 なるので,「ヨンpナ
ナ,キ スウ」 を使 って も不 自然 ではない。「シ,シ チ,ク,」 と教 えた場合
よ りも,助 数詞 を付 けた時の例外 が少 な くなる為,学 習者 の混乱 が少 な く
て済 む と思 われ る。「シ,シ チ,ク 」に関 しては,参 考程度 に紹介 し・記憶
はさせ な くて もよい。
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4・N1のN2(L3)
・N1はN2に 対 して情報 をつ け加 える。
・N2は,そ れ が何 か明 らかな揚合 は省略 され る。
(練習方法)
トランプ を2組 用 意 し,そ れぞれか ら学生 の人 数分の カー ドを同 じカー
ドが2枚 ずつになる ように抜 き出す。片 方 を学生 に配 り,も う片方 は よく
き って積 んでお く。
丁 積 んである一番上 を自分 では見ず に学生 に見せて,「S1さ ん,こ の
カー ドは何 です か。」
S1「そのカー ドは._(マ ー ク)の～(数)です。」
T「 だれ のカー ドです か。」
S2同 じカー ドを持 ってい る学生。「私 のカー ドです。」
次 はS2にTの 役 割 を させて学生全員 に次々行 わせ る。
5,NはAjで す(L3)
・程度 を表すAjが,相 対的 な評価 であ ることを認識 させ る。
・形式的な ドリルでは な く・学生 自身 の評価 を入れて練習 させ る。
(練習方法)
いろい ろなサイ ズの身につ ける もの を用意す る。(例,ベ ル ト,サ ンダ
ル,指 輪,帽 子 な ど,サ イ ズに個人差 が あ り,す ぐに着脱で きるものが良
い。)同じものを数人 の学生 に試 し,そ れぞれの評価 で発話 させ る。
6.NはAjNで す。(L4)
・AjNが 個人 の主観的評価 による ところも大 きいこ とを認識 させ る。
・Ajと の形 の違 いを強調 し,形 の混 同を している場合 は,こ の段 階か ら
正 し く指導す る。
(練習方法)
複 数の男性,女 性,乗 り物,花 な どの絵 または写 真 を用意 す る。
例 丁 「この花 はきれ いです か。」花 の写 真の一枚 を学生 に見せ て,数 人
に答 えを言 わせる。
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S「 はい,き れいです/い い え,き れいで はあ りません。」
同 じ写真 を複数 の学生 に見せた り,一 つのジ ャンルの写 真 を一人 の学 生
に見せ た りして,評 価 の違 いがわか るよ うにす る。写 真(絵)は,一 度学生




第5課 で動 詞 のマ ス形 とそ の否定形 が初 めて導入 され る。動詞 は 「勉強
します ・散歩 します ・遊び ます ・疲れ ます ・休 みます(rest)」等。 未来 を
表す用 法 と反 復や習慣 を表す用法 を練習す る。両者 の区別 をはっき ロさせ
るには 「あ した ・こんばん〆」 「いつ も ・まい あさ」 等 の畠1悟司と共 に練習す
るとよい。
〔練習方法1)カ ル タ
動詞の意味 を確認 す る ドリ/レ。 ば らば らに並べ てある動詞α)絵パネルの
中か ら,教 師の言 った動詞 を競争で取 る。例文 を作 らせ てもよい。最 も多
く取 った者が勝 ち。 学生数 が多 ければ チ ームか ら交代 で選手 をだ させ る。
お てつ きの罰則 などを工夫す る とお もしろい。他の品詞 でも意味確認 の ド
リル として応用 できる。.
(練習方法2)連 想 ゲー ム
動詞 は限定 して あ らか じめ提示 してお く。 そ して,教 師は その動詞 を連
想す るよ うな絵 を見せ た り,言 葉 を言 った りす る。学生 はそれ をヒン トに
して動詞 を当て る。 ヒン トと動詞 を結び付 けて作文 を させ て もよい。
例 丁 「教室」
S「 勉強 します」 「私 た ち は 教室 で勉強 します。」(「で」 が導入済み
の場合)
(練習方法3)QAド リル
「はい/い い え」 を使 って質問 に答 える ドリル。
授業 の時 間割 りを書 いた表や予定表 な どを使 う。
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例 丁(授 業 時間 を指 しながら)「九時半です。勉 強 しますか。」
S「 はい)勉 強 します。」
T「 夏休 みです。 学校へ来 ます か。」(「～へ来 ます」 が導入済み の場
合〉
S「 いい え,来 ませ ん。」
名詞 の同定文 に対 しては,「 はい,そ うです」 を用 いて答 えるこ とができ
たが,動 詞 の場 合は動詞 を繰 り返 さなけれ ばな らない。質問 が教 師の側 に
かた よらない よ うに,学 生 の質問 の機会 も増 やす。
8.NIlまN2へ/にVま す(L5)
移動動詞 と方 向を表 す 「へ/に」 の ドリル。動詞 は 「行 きます ・来 ます ・
帰 ります」 な ど。
(練習方法1)
状況 をバ ス停 や駅 のホームに設 定 し,自 分が乗 ろ うと してい る乗 り物 が
自分の 目的地 に行 くか ど うかを確認す る。
例 客1「 すみません。 このバスは新 宿へ行 きますか。」
客2「 ええ,行 きゑすよ。」
(練習方法2)
学生 に電車や飛行機 などの時刻表 を簡略化 した ものを配 弘 質問 する。
例 丁 「九 時の新幹線 は どこへ行 きますか。」
S「 京都 へ行 きます。」
T「 十 時 の新幹線 は大阪へ行 きます か。」
S「 はい,行 きます。」
質問の しかたに慣 れた ら学 生 ど うしでチ ェー ン ・ドリル。
(練習方法3)す ごろ く
盤 には地名や建 物名な どを記入 してお く。(例i銀 行,病 院,韓 国)さ
い ころ を振 った ら,「一へ行 きます」 と言 って,駒 を進 める。交 通事故の絵
が ある ます には 「事故 です。 病院へ行 きます。」等 の指示 を記入 し,後 ろ
の ます に もどらせ た りす る。
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9,NdよN2をVま す(L6〉
「テ レビを見 ます ・手紙 を書 きます」 な ど,他 動詞 の ドリル。 係 助詞 の
「も」を用 い ると格助詞 の 「を」は落 ちる。
〔練習方法1)QAド リル
「～さんは時 々お酒 を飲 みます か。」
「～さんは毎朝新聞 を読 みますか。」
「～さんは毎 口煙草 を吸 います か。」
「～ さんは今晩テ レ ビを見 ます か。」
「～ さんは今晩宿題 を します か。」
慣 れた ら,チ ェー ン ・ドリル。
(練習方法2)予 定表作 り
明 日の予定 や 毎 日の習慣的行為 を 列挙 させる。S1が 言 った ことについ
て教 師が質問 し,S2に も言わせ る。
(練習方法3)









「チ ョ ー ク を 持 っ て く だ さ い っ」
「は い ,チ コ ー ク を 持 ち ま す 。」(実 際 に 持 つ 。 以 下 同 じ。)
「(黒版 に)『 あ 』 と 『い 』 を 書 い て く だ さ い
。」
rは い ,『 あ 』 と 『い 』 を書 き ま す 。」
「『あ 』 を 消 し て く だ さ い 。」
「は い ,『 あ 』 を 消 し ま す 。」
「『い 』 も字肖 して く だ さ い 。」
「は い ,『 い 』 も 消 し ま す 。」 な ど
10,N1はN2でN3をVま す(L7)
動 作の行 われ る場所,範 囲は,「で」 で限 定する、
(練習方法1)
場所 を指 定 して動 作 をさせ る。
例 こまを用 意 して,い ろい ろな場所 で回 させ る。
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T「 机 の上」
S「 机 の上で こまを回 します。」 と言 って か ら回す。
動作 がジ ャンプである ことを例示 して か ら
T「S1さ んの隣」
s「S・ さ ん の隣でジ ャンプ します.」 と言 って,隣 に行 き,ジ ャ ン
プ。
係助詞 の 「も」は 「で」 の後 ろに付 く。
T「S2さ んの隣J
S「S2さ んの隣 で もジャ ンプ します。」
11.日付,曜 日(L7)
「っいたち」力謡ら 「とおカ・」 と 「じゅ うよっカ・」「1こじゅ うよっヵ、」rはっ
か」,また,曜 日名 な ど,た くさん覚 えな けれぱな らないか ら・ 毎 日授業
の始 めに練 習 した ほ うが よい。
(練習方法1)
授業 の始 めに質問す る.
「今 日は何 目です か。」
「今 日は何曜 日ですか。」
「昨 目は何 曜 日で したか。」 な ど。
(練習方法2)
ヵ レンダーを用意す る。 「つ いたち」 などの音声 と具体的 な意味 との結
合 が 自動習慣化す るよ うに したい。
例1教 師が 日付 や曜 日を 言 い,学 生 が指 し示 す ドリル。 教師 が 「日曜
目」 と言 った ら学 生は カレンダーの 目曜 目を指 す。
例2教 師 がある 日付や曜 目を指 して,「何 日(何曜 日〉です か。」 と質問す
る。学生 はそれ に答 える。学生 ど うしで もや らせ る。
例3教 師 がr十 月三 日は何曜 日です か。」r来週 の月曜 日は何 日ですか。」
「一 日が月 曜 目です。 何月ですか。」 な どと質間 して,学 生 が答 える。
慣 れた ら,学 生 か ら教師へ,次 に学生 どうしで質問 させ る。
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(以上,竹 内信人担 当)
12.N1はN2(場 所)に あ ります(L8)
教室 の中の物 を使 って練習す る と,本 や鉛筆や机 など,限 られ た物 に終
始 しがちなので,な るべ く教室 の外 の場面 を与 えるよ うにす る。
(練習 方法1)留 守番
は じめに,Tが 家串ρをあ』まりした ことのない夫 にな り,長 日寺問家 を あ
ける妻(S)に いろいろな物 の所在 を尋ね る。 この際,夫 は缶 き りや栓抜
きは もちろん靴下 の場所 もわか らないよ うな夫 である二 とを強調 したほ う
がよい。 つ ぎに,S同 士 に夫 と妻 の ロールプ レイを させ る。(ただ し,夫






? 「ビールは どこにあ りますカ㌔」
「ビールは冷蔵庫 の中に あ ります。」
「栓抜 きは どこにあ 塑ますか。」
「栓抜 きは食器だな¢)中にあ ります。」
「コ ップは どこにあ りますか。,、1
これの応用 としてTが ベ ビー シ ッターにな り,赤 ちやん(子供〉の親 にな
ったSに,外 出先 の電話番号 の.メモや ミル クや絵本 が どこにあるか尋ね
る場面 が考 え られ る。
例 丁 「ミル クはどこにあ ります か。」
S「 ミル クはテーブルの上 にあ ります,」
Trお むっ はどこに あ ります か、」
S「 ベ ッ ドの横 にあ ります。」
(練習方法2)ア パ ー トさが し
Tが 不動産屋 になる。Sが アパー トの ことをいろいろ尋 ね る。
例 丁 「これ は八 万円¢)アパー トです。大学 の近 くにあ ります。メ
S「 ちょっと高 いですね。安い アパー トは あ りませんか。」
T「 あ ります。 これは四万 円です。 で も風 呂はあ りません。」
S「 そのアパー トは どこにあ りますか.」
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風 呂や トィ レの ことや,ア パー トの近 くにスーパー があるか ど うかを尋ね
た り,隣 に音学大 の学生 がい るか どうか等尋ね させ る とよい。
(練習方法3)デ パ ー トの案 内嬢
丁 が買物 客 にな り,Sの 案 内嬢に売 り場 を尋ねる。
例 丁 「す みませ んが,食 器売 り場は どこにあPま すか。」
S「 六階,エ スカ レー ター の前 にあ ります。」
Trあpそ れ か ら,文 房具売 り場 は どこです か。」
S「 七階,お もちゃ売P場 の横 にあ ります。」
(練習方法4〉 お ぱあちゃんのめがね さが し
針 が自由に動 かせ る時計 を用意す る。適 当な時間 に針 をセ ッ トする。 そ
れ か らTが おばあ さんにな り,S一 人ずつ にめがね が どこにあ るか 尋 ね
る。実 際にめがねを用意 して,机 や本 の上 に置 いた りして もよい。 しか し
教室 の外 の 場面 を与 えるためには,ミ ニチュアの家具(た んすや ベ ッ ドな
ど教室 にない もの)を使 ったほ うがよい。Sが 代 わ る度 に 置 き場所 を 変 え
るのは言 うまで もない。
例 丁 「(時計 の針 がよ く見 えないふ りをしなが ら)S且さん,わ た しのめ
がね はどこにあ ります か。」
S1「おば あちゃんのめがねはテーブルの上 にあ ります。」
T「(め がね をかけてか ら時計 を見 る)ああ,一 時 ですね。」
次 に,め がね の場所 を移 し,時 計の針 を少 し動 か し,S2以 下 に上記 σ)練
習 を繰 り返す。
13.N1ぱN2(場 所)にいます(L8)
教 室 の中では,「S1はS2の 前 にいます」位 の練 習 しかで きな いので12
と同様 なるべ く教室 の外 に出 るよ うにす る。 この文型 の前 に時間 を表す言
葉 を もって くる と,自 然 な練習 が しやす くなる。
(練習方法1〉V,1.Pの スケジュール・
は じめにTがSの その 日のスケジュールを聞いて もよい。 しか し,図
書館,家,学 校等,限 られた返事 しか期 待で きない。教室 の外 に出 るとい
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う意味で,変 化 のあるスケジュールをSに 与 えた い。 そこで,政 府 の要
人,大 会社 の社長 な どのスケジュール表 を用意 し,Tが 新聞記者 にな 窮
V・LPの秘 書 のSに スケジュール を尋ね る。
例 丁 「明 目の午後,鈴 木 さんは事務所 にいます か、」
S「(ス ケ ジュール表 を見 なが ら)いい え,フ ランス にいます。」
Trで は来週 の月曜 日・鈴木 さんは どこにいますか。」
S「 アメ リカにいます。」
(練習方 法2)お いかけっこ
S同 士 にデイ トの申 し込み をさせ る。 ただ し,S1はS2が 好 きだが,S2
はS1か らなん とか して逃 げよ うとしている状況 をSに 説 明 しておかな
けオLばならない。
例S1「 日曜の午後,S2さ んは家 にいますか。」
S2「いいえPい ませ ん、」
Sl「そ うです か。今晩,家 にいます か。」
S2「いいえPい ませ ん。」
(練習方法3)バ ラバ ラ大家族
お父 さんが単身赴任・お兄 さんが海外出張,お 姉 さんが結 婚,弟 が入院・
本人 が下宿,家 に残 って いるのはお母 さん一人 とい う家族 の設定 をSに
説明 し,Tが 家族 につ いて質問す る。
例 丁 「お父 さんは どこにいますか。」
S「 父 は大阪 にいます。」
(練習方法4〉 御一行 さま
Tが 団体旅行 の旗 を持 ってツァーコンダクターになる。Sを 数人,教 室
の前 に立たせ,そ のグルー プを連れて,「あれ は東京 タワーです。」な どと
言いなが ら観光案 内 をす る,途 中,二 十分の 自由時間 を与 える。 とい って
も実際 にはす ぐ笛 を吹 いて集合 させ点呼す る。 グループ全員の名前 を呼 ん
だ後,こ のツァー に参加 してい ないSの 名前 を呼 ぶ。







「`まレ㍉ い ま す p」
「S2さ ん ,い ま す か 。」
「は い ,い ま す 。」
「S3さ ん ノ い ま す か 。」
「は い ,い ま す 。」
「Soさ ん 聾 い ま す か 。」
T「S1さ ん,Soさ んはいませ んか、」
S1「はい,い ません。J
T「Soさ んはどこにいます か。」
S1「Soさ ん はみやげ もの屋 の前 にいます、」
勘 のいいSの 場合 は上記 の展 開が期 待 できるが,そ うで ない 場合 はSo
さんが座、っている席 か ら返事 を して しま う恐 れ もある。 そ うな らないため
に,「 自由時間」 の問 にグループの一人 を自分の席 に 返 して しま う方法 も
ある。Soび)代わ りに架空 の人物 σ)名前 を呼 んで もよい。
(練習方法5)か くれ んぽ ごっこ
幼児 の絵本 などに使われてい るしか け絵(図1参 照〉を使 って か くれんぽ
ごっこをする。Tが 自動車,押 し入 れ,エ レベ ーターな どα)絵(各二枚ず
つ)を持 ち,子 供が どこに隠れてい るかをSに 当て させ る.
例 丁 「(絵を見せなが ら)子供は どこにいます か。」
S「 子供 は 白動車 の中にいます。」
T「 〔絵 の中か ら自動 車の 絵 を二枚取 り出 しSに どち らか一枚 を 引
き抜 かせ ながら)子供 は自動車 の中にいます か。」
S「(引 き抜 いた絵 を見なが ら)あ,子 供は 自動 車の中にいません。」
14,N1(場所〉にN2が あ ります(L9)
が います(L9)
12,13で「は」,こ こで 「が」 が出て くるわけだが,こ の段階 での 混乱
はあま り見 られない。単独 ではな く,二 つ同時に積極的 に使 い分 け られ る
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1.あ た りの 絵 2.は ず れ グ.〕絵 1,2.共通 の 絵
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」だ 引い でいる・い状態
図1
よ うな場面 を与えてい きたい。
(練習方 法1)怪 盗 ルパ ンvs.ホームズ
まず,大 富豪の邸σ)見取 り図 を用意 す る。黒 板に張 って,み んな に見 え
るよ うにす る。Tが ルパ ンにな り,邸 の下見 を して きたSが 図を見なが
ら報告 をす る。12や13の 練 習 も同時に で きる.ル パ ンは紳士 な ので,
ます形 を使 うことに不 自然 な感 じはない。
例 丁 「ダイ ヤモ ン ドはどこにあ ります か。」
S「 ダイ ヤモン ドは 奥 さんの部崖 の中にあ ります。 部屋の 前 には犬
がいます。」
Tr奥 さんの部屋 はどこにあ ります か。」
S「 二階 にあ ります。(図を示 しなが ら)ここに山の絵 があ ります。」
Tr山 の絵 の うしろにな にか あ ります か。」
S「 はい,そ この金庫 の中にダイ ヤモ ン ドがあPま す。」
次 に,ル パ ンか らの手紙 を見せ る。「○月○ 日ダイ ヤ モ ン ドをい た だ く。
ルパ ン」 そこでホームズ登場 となる。S1が 大富豪 に,S2が ホームズにな
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窮 上記 のよ うな練 習 をす る。 ホームズ にはダイヤモ ン ド以外 に もどの部
屋 に誰 がいるかな どい ろい ろ質問 させ る。細 かい ことを見逃 してはホーム
ズ らしくないので。
(練習方法2)て ん ぐのめがね
ノー トをま るめた リラップフ ィルムの芯な どでつ くった 「てん ぐの めが
ね」 を用 意す る。遠 くの物 が よ く見 えることを説明す る。それか ら 「てん
ぐの めがね」 をSに 渡 し質問す る。 自由に答 え させ る揚合 と答 え を予 め
用 意 してお く揚 合が考 えられ る。 後者 の場合 は,絵 または写真(ス ライ ド
で もよい〉をrて ん ぐのめがね」 の前方 に差 し込 み,そ れ について 答 えさ
せ る。
例 丁 「高田馬場の駅 のホーム(の上)に誰 かいます か。」
S「 はいホーム に○○ さんがいます。J
T「 ○○ さんの前 に女 の人 が います か。」
S「 いい え,○ ○ さんの後 ろに女 の人 がい ます。」
(練習方法3〉 豪邸拝見
ミニチュアの家具 を使 って,Sに ピアノ,タ ンスな ど自由に 配置 させ,
家 の中を案 内 させ る。Sの 部屋 の様子 を 尋ねて も,机,本 棚 な ど大 体決
ま って しま うので,な るべ く冷蔵庫"テ ーブル,長 いす,食 器棚 な ど普 通
の家 にあって教室 にはない ものを使 わせ る。
例S「 テーブル の後 ろに冷蔵 庫 があ ります。」
S「 二階 にペ ッ ドルーム が五つ あ ります。一
S「 リビングルーム にピァノ があ ります。」
15.N(場 所)になにかあ りますか(L9)
誰か いますか(L9)
机 をは さんで 向かい 合 ったTとSが 「机 の上 になにかあ りますか。」
と言 うのは不 自然 なので・な るべ く見 えない状 況 にした り電 話 を使 った り
す るよ うにす る。
(練習方法1)目 隠 しゲーム(変形す いか割 り〉
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手 ぬ ぐいを一本用意す る。机や いす を教室 の後 ろに片づ け,動 けるスペ
ースを確保す る。手 ぬ ぐいで 目隠 しを したs1と ゴール の間 に障害物 とし
ていろいろな物 を並べ る。S1は 他 σ)Sに 聞 きなが らゴールを めざす。物












事故 や災害 で現場 に向か った レスキ ュー隊員 と,無 線 で連絡 を とる本 部
との会話 。 また はヘ リコプ ターか ら実況放送 す るアナ ウンサー とスタジオ
にい るニ ュー スキャスターで もよい。 どん な事故 や災害 かはTが 写真や
絵 を用意 して もよい し,Sの 想像 に まかせて もよい。
例S1「 こち ら現 場です。川 のそば に飛行機 が あ ります。」
S2「飛行機 のそばに誰 かい ますか。」
S1「)、レ、えっ言筐もレ、ませ ん。」
S2「飛行機 のそばに何 かあ ります か。」
(練習方法3)宅 配便
荷物 の届 け先 の家 の都合 を電話 で聞 く。Tが 宅配便 の会社 の人 にな り,
Sの 家 に電話す る。
Trも しもし,Sさ んのお宅 ですか。お届 け物 があ ります・ あす の
午 後誰 か家 にい ますか。」
S「 何時 ごろです か。」
T「 ち ょっ とわか らないんですが。」
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「ここに何か あ ります か。」
「はい,先 生 のかばんがあ ります,」
「先生 のかばんのそばに何 かあ りますか。」
「はい,先 生 のかばんのそばにか さがあ ります。」
「わた しの前 に誰 かいますか。」
「はい,先 生 がいます。」
「先生 の とな りに誰かいますか。」
「いい えレ誰 もいません。」
レスキュー隊




a相 手 の要求 に答 える行為 を して あげた時,相 手 の感謝 のこ とばに対 し
て返 す表現
例 丁 「今,何 時 ですか。」
S「9時 ち ょっ と前ですね。」
T「 あ りが とうございます。」
S「 ど ういた しまして。」
(練習方法)
時刻表 を使 って練習 をす る。 その際 お もちゃの時 計を用意 して,時 刻
を操作で きる となお良 い。
例S1「 次 の電車 は何時 ですか。」
S2r今 ・1.1時ですか ら・11時5分 です。ご
S量 「あ りが とうご ざいます。」
S2「ど ういた しま して。J
bこ ち ら側 か ら,何 らかの親切 な行 為を してあげた時,相 手 の感 謝の こ
とばに対 して返 す表現。
例 相手 に席 をすす める
T「 どうぞ。」
S「 どうも,す みません、」
T「 どういた しま して。」
(練習方法)
教室 内で,学 習者 に対 し不都合 な状 況 を作 る。
例 暗 い → カーテ ンをあける
暑 い → 窓 をあける
教師 は,「暑 い」 とキ スー を出す。SLは,窓 をあける.S1とS2の 間で,
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上 の例の よ うな会 話練 習 をす る。以 下同様 に して,キ ュー を出す。
17,「こちらこそ、」(L10)
相 手の感謝 に対 する場合 と陳謝 に対 する場 合 とを下の よ うな例 を用いて
練習 させ る。
(練習方法〉
例1バ ス停 で(S亘:バ スを待 ってい る)
(S2;S1の後 ろにな らぶ)
SI「今,何 時 です か、」








白分 の事,自 分 の物 につ いて指摘 され た時,謙 遜 の気持 ちを込 めて・相
手 の指摘 に異論 を唱 える表現。
例 丁 「こグ)時計いいですね.高 か ったで しょ う。」
S「 いい え,と んで もない。」
(練習方法)
「時計」 「靴」「かばん」 と,品 物 を換 えて,学 習者 ど うしほ め合 う。
例Tr誰 が,こ の クラスで一番ハ ンサムですか。」
S1「S2さ んです。」
S2「いいえ,と んで もない。S3さ ん です よ。」
S5「いいえ,と んで もない。亀 さんです よ。」
以下,チ ェー ン ドリル で続 ける。「かわいい」「頭 がいい」「美人 だ」 「勉




特定 の個人 にではな く,全 体 にむか って呼 ぴかけ依頼 する表現。
(練習方法〉
教師 は,状 況 のキューを出す。
例 けが → バ ン ドエイ ド,119番p包 帯...
ノミー テ ィー → 飲 み もの,お か し..,
修 学旅行 → トランプ,カ メ ラ...




相 手 の求 めに対 して,二 者択一 の形 で 相手 に示 し,選 択 を うな がす表
現 。
〔注)A,Bは 共通の属性 を備えていなければならない。(共通の属性とは,例 え












フ ァ ミ リ ー レ ス トラ ン で
「お飲 みもσ)は,コ ー ヒーですか,オ レンジジ ュースですか。」
「コー ヒ　 をお願 い します。」
「ライ スですか,パ ンですか。」
「パ ンを下 さい。」
「ドレッシ ングは,何 にな さいます か。」
「え一 と,何 があるんです か,」
「和風 中華風,サ ザ ンアイ ラン ドとご ざい ますが。」
「和風 をお願 い します。」
(練習方法)
モ ンター ジュゲーム。 ク ラス の 中 でか一人 以外 は,犯 人 が わ か って い
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る、,そこで,そ のわか らない人 は,二 者択 一 の形 で質問 しな がら・絞 り込
ん で い く。
例S1「 その人 は,男 ですか,女 ですか。」
S「 男 です.」
S1「その人 は,背 が高 い です か,高 くあ りませ んか。」
S「 高 い で す 。」
この他,世 界地図 を使 って国名 をあて させ る,「 スミスさんの荷物 はど
れ か」 など といった所有者捜 しをす る,等 同様 に練習 できる。
(注)「Aですか,Bで すか。」の質問に対 しては,「Aをお願いします。」と,「A
です。」の二通 りの答え方が考えられる。
21,rいい え,け っこ うです。」(L10)
相手 の親切 な提案 に対 して,断 え)りの気持 ちを伝 える表現。
〈注)友 人関係でこの表現を用いると・冷淡な感じがするように・発音のしかた
によワては,相手に対 して失礼な表現にな りかねないことに注意 させる。
「いっしょに帰 りませんか.」などの勧誘の文にこの答えを用いると,か なり
強い拒絶 となる。むしろ,や りもらい表現の答えとして用いることが多い。
例 ファミ リー レス トランで
店 員 「コ ー ヒ ー の お 代 わ りは,い か が で す か 。」
客 「い い え,も う け っ こ うで す 。」
(参考)「 い い え」 の答 え に 対 して,「は い」 の 答 え には,「(ぜひ)お願 い します 。」
な ど と相 手 を促 す 場 含 が考 え られ る。
フ ァ ミ リー レス トラ ンで,ウ ェ イ トレス が コー ヒー のお 代 わ りを尋 ね に来 る。
店 員 「コー ヒー の お 代 わ りは い か が で す か」
客rは い,お 願 い し ます 。」
(練習方法〉
店員 と客で の・一ル プ レイ。何 とか買 って も らいたい店員 と,あ ま り気
の進 まない客。
例 店員 「お飲 み ものはいかがですか。」
客 「けっこ うです。」
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店員 「では,ア イ スク リームはいかがですか。」
な どと,メ ニ ュー を見なが ら,やPと りを進 める。
22.一 っ,二 っ...(序 数詞〉
物 の数量 を数 える時に用 いる表現。疑 問詞 はrい くつ」 で表現 する。
例 ファース トフー ドのお店 で
客 「ハ ンバー ガー を3つ と鋤 ロー ラを 斗つ,ポ テ トを2つ くだ さ
いo」
店 員 「はい,ハ ンバー ガー を3っ と,コ ー ラを斗っ それ と,ポ テ
トを2っ ですね。少 々,お 待 ち下 さい。」
(練習方法1〉
店員 と客の ・一ルプ レイで,数 の把握 の練 習を させ る。
(練習方 法2)
ゲーム,双 六,ル ー レッ トを使 って,数 に慣 れ させ る。
23.N1がN2にVま した(L工1〉
(練習方法)
短かい時問,視 聴 覚教材 を学習者 に見せ,学 習者 はその内容 を記 憶す る
よ うに努 める。
f列 丁 「花 は どこにあ りま したか。」
S1「花は,机 の上 にあ りま した、」
T「 本 は」
S2「机 σ)下にあ りま した。」




Ajの過 去形及 び過 去否定形。 この課でAjの 場合 は 「～たです。/～ く
あ りませんで した。/～ くな かったです。」 と全 て導入す るが,AjNの 場
合は 「～で した。/～ ではあ りませ んで した。/～ じゃなか ったです。」 ま
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でに止 め,「 ～だ ったです。」 は導入 しない。 尚ただ単 にAjだ けでな く,
口頭練習 の時 か ら,副 詞 を組 み込 ませた方が実践的で ある。Ajで は,さ
ほど問題 はない が,AjNの 時,学 生 の頭 の中 に常 にAjNで は"ナ"を
忘れ ないよ うに とい う思 いこみがあるため,何 で も"ナ"を つける くせ
が直 らない学生 がいるので注意 したい。 これを避 ける うえで も副詞 と共 に
使 うとよい と思 われ る、
(練習方法1〉5年 前 そ して今
絵パ ネル を作 り表,裏 にそれぞれ5年 前,今 の絵 を描 く・
同様 に1.'12の語彙 の中では次 の ものがパ ネル化 できる。 「安 い,高 い,
大 きい,小 さい,広 い,せ まい,新 しい,古 い。」ここで難点 となる ものが
AjNで ある。 ベ ッ ドに寝てい る絵 と元気 に してい る絵 を描 き,「今 は元気
ですが5年 前 は病気 で した。」 とい うの は描 いて描 けないこ とはないがあ
ま りよい例 ではない。
(練習方法2〉1枚 の写 真
教室 に写真 を1枚 用意 する。 できるだけ人物 が写 って い る も の が よ
い。全員 に回覧後ロ質問す る。
1.ど んな写真 で したか。
2.そ の教室 はきれ いで したか。
3,机 の上1二何 があ りま したか。
4,テ ープ レコーダーの色 は どうで したか。
5.み んな背 が高 かったです か。
(練習方法3)ゲ ーム1モ ンター ジュ写真
1.人 物写真 を数枚用意す る。
2.人 数 の大小 によ りA,B,Cと チーム を作 る。
3.各 チー ムか ら1人,代 表者 を黒板 の前 に出す。
ヰ.残 ったチー ムの メ ンバ ーで写 真を1枚 選 び,姿,形 をよ く観察
し,次 々 に代表者 に注文 をつ ける。








「○ ○ さ ん は,今 か み の けが 長 い です 。
5年 前 は。」
「み じか か っ たで す 。」
今
T「OOさ ん の車 は 今,自 い で す 。
5年 前 は 。」
S「 黒 か った で す 。」
グループで比較 す る。
例 顔 を描 きます。 目は大 きか ったです。鼻 は丸か く)たです。 セー ター を
描 きます。セーターは白か ったです。 スカー トを描 きます。 も う少 し
短か かったです。色 は黒 か ったです。 くつ を描 きます。 くつはハイ ヒ
ールで した。 くつ は赤か ったです。
25.も う,ま だ(L12)
動 作 ・作用 が完 了 した ことを認識 させ るために(練習1)の 方法 を行 な う。
(練習方法1)
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目本語 の授業 の開始 と終了 を言 わせる、,例えば,9時 か ら10時30分 ま
で とす る。
{
8時55分=授 業はまだ始 ま りませ ん。
9時5分=授 業は もう始 ま りました、,
{
10時25分:授 業 はまだ終 わ りませ ん。一
10時35分:授 業 はも う終 わ りま した。
■こσ)概念 がく)かめた ら,次 は学生 の身近 な話題 を と1〕あげて質問 して い
くD
例 ① △△ の レポー トは,も ラ出 しま したか。
②1ア ルバイ トは,も う見つ か りま したか。
③ 下宿 のおば さん は,も う旅行 から帰 りま したか。
④ パーテ ィの準備は,も うで きま したか。
5人 ぐらいの学生 に質問 した ら,学 生 も要領 がわ かるので,あ とは学生
同士でや らせ る。 この方が,お 互い の事情 がわか ってい るのでお もしろい
質問が出て,場 が盛 り上 が る。
26.まだAIN!Vで すか
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くAj〉 △ さんのお子 さんは,ま だ小 さいですか。
あの町は,ま だきたないですか。
そのかばんは》まだ新 しいですか。
ニュー ヨークは,ま だ寒 いですか。
この部屋は,ま だ暑 いですか。
くAjN>あ の あた りは,ま だ静 かですか。
あの方は,ま だ きれいですか。
〈N〉 △ さんは・まだ学生 ですか。
△ さんは,ま だ独身 ですか。
〈V〉 △ さんは,ま だい ますか。
この料理 は,ま だ食 べ ます か。
この新聞 は,ま だ読み ます か。
テ レビは,ま だ見 ます かQ
これ らの文例 を 見 て も わ か る とお 塑,25と は違 って本項 の 「も う」,
「まだ」 σ)場合 は,使 われ方 がか な り限定 され る。 また,25で は文例 の説
明 は必要 ないが,本 項 は人 によっては内容 の理解 が不十分 で説明 が必要 と
なる場合 もでて くる。 尚,Ajの 場合,「 まだ」 と 「もう」 の境 目がはっき






① 学生 に聞かせ るテープび)速度 を通常 よ り速 くす る。
S「 先生,〔テープが)速いです。」
(教師=ス ピー ドをゆるめな がら)
T「 どうですカ㌔」
S「 まだ速 いです。」
(教師=ス ピー ドをさ らにゆるめながら)
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T「 まだ速 いです か。」
S「 ちょ うどいいです。」
② シャワーの水温 が低 く,手 元 に温度調節装置 がないた め,第 三者1こ
依頼す る。
私 「お かあ さ一ん。悪 いけ どち ょ')とシャワーの温度上 げて。」
母 「(温度 を上 げなが ら)どう。」
私 「まだあ。」
母 「(さらに上 げなが ら)まだ冷 たい,」
私 「もう少 し。 あ っ。 ダメダメ.あ つすぎる。」
母 「うる さいわねえ。(温度 を少 し下 げなが ら〉今度 は ど う。」
私 「いいよ。 あ りが とう。」
③ 寒 い寒 い。
S「 先生寒 いです。」 一寒 い
T(窓 を しめなが ら)「まだ寒 いです か,」
s「 ええ。」 一 まだ寒 い
T(セ ー ター をかす)rど うです か。、」
S「 ちょ うどいいです。」一 ち ょうどいい
T(し ば らくたって聞 く)「どう。」
S「 も う,あ たたかいです。」 一 もう,あ たたかい
(注)Ajの+と 一 について。
Ajに 「まだ」 をつけると,それぞれ+と 一の意味あいをもっ文 となる。
1.ま だ明 るいです・
(+)ま だ明 るいか ら野球 はOK。
(一)ま だ明 蚤..込か ら花火 はダメ。
2.ま だ小 さいですロ。
(+)子 供が まだ小 さい か らpお 金 がかか らない。
(一)子 供 が まだ小 さいか ら,仕 事 が した くて もで きない。
(練習方法2)
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①S・ はパーティーに招 待 され た が,自 分一人 だけ行 けなか った.次 の
目にパーテ ィーの様子 をS2に 聞 く、
Ajの過 去形,rま だ」 を使用。
パ ーティー に自分 だけ行 けなかった。
SI「きの うのパーテ ィーは ど うで したか。」
S2「いや あ,と て も楽 しか ったですよ。料理 もた くさんあ りま した,」
S1「ああ,そ うです か.何 人 ぐらい集 ま りま したか。」
S2「そ うですね え。10人 ぐらいです、」
S、 「わあ,た くさん集 ま りましたね。 料理は何がおい しか ったです
か。」
眺 「ぜ んぶ おい しかったですよ。私 はシチューが一番好 きで した。」
S・ 「そ うですか。 よか ったですね。 サム さんのアパー トは・ どんな
お部屋で したか。J
S2「広 かったですよ。 そ してきれ いで した,れ いぞ うこ もテ レビも
あ りま した。」
SI「S2さ んのお部 屋にはテ レビがあ りますか。」
S2rい い え,ま だです。S1さ んは。」
S1「私 もまだです。」
②4コ マまんがの要領 で短い会話例。
全 員(10人〉で,こ れか ら出かけよ うとする場 面。
みんなで10人 。
T「 サム さん,こ れで もう全員(みんな)きま した か。」
SIrち ょ っ と ま って。1人,2人,3人.・ ・9人。 まだ1人 い ませ
ん。」
T「 だれ です か。」
S1「ええっ と。」
S2「チ ン さん がまだです。」
L12でAjの 過去形 が導入 され た た め,会 話 ①,② も応用編 として,
一1喋4一
もっ とくだ1ナた文調 に もできる。
27.Aか らBま で(L13)
幅 の感覚 を持たせ るた めに,分 か りやす く図式化 す る。 そのた めに,1
0の スケジ ュール表,電 車,バ ス等 の料 金表 を参 考 にす る。
(練習方法1)
①1日 のスケジュールを書 かせ る。
7時 に起 きました。
9時 か ら4時 まで大学 にいま した。
12時か ら1時 まで昼休 みで した。
5n寺か ら7日寺まで図書館 で勉彊虫しま したσ
10時におふ ろへ行 きま した。
1日寺か ら7日寺まで寝 ま した。
最 初 は1文 ずつの作文 とし,「て形」 導 入後 は 「て形」 を用 いて長文 に
広げて い くo
S1「 きの うは何 時に起 きて,朝 ごはんを食 べま したか...』
S2「7時 に起 きて,7時 半頃 に朝 ごは んを食べ ま した。」
S・ 「きの う大学 か ら,す ぐ家 へ帰 りま したか。」
S2「いい え野4時 に大学 を出てラ 図書館へ行 きました。 それ か ら図
書館 で5時 か ら7時 まで勉強 していま した。」
S、 「12時か ら1時 まで,昼 休 みですね。 きの うは何 を しま したか。」
























② 電 車 の料 金表(次頁参照)
亀 「渋谷 か ら目白までい くらです か。」
S2rl60円です。」
28.ど うや ってVま すか(L13)
ア舟 卜!・ 司 大 学目
丁 「チ ンさんは,ど うや って[大学]へ[い きます]か。」
S「 私はJRに のって大学 へ行 きます。」
[工 の部分 は,LI3に 出 ている語彙 をいろいろ と変 えて使 う。
尚,最 初は文型(～て)に な れ る 意 味 か らも1文 のみ と し,次 σ)段階で2
文,3文 と続 ける よ うに指 導す る。 この とき,接 続詞 「それ か ら」 も入れ
るよ うにす ると便利 であ る。
地下鉄 ・JR・バスー一一
ア声 ト ー一 一一 え き に一_一一 大 学
徒歩 ・自転車_一
丁 「チ ンさんは[大 学1か ら[アパー ト1まで,ど うや って 帰 ります
か。」
S「 私 はいつ も5時 頃大学 を 出て,地 下鉄 に の ウて 中野駅 まで行 き
ます。 それか ら,ス ーパ ーで買 い物 を して帰 ります。」
これ らの練習 がひととお りで きるようにな った ら,「毎 日,毎 朝,毎 晩,
いつ も,と きどき,き ょ う,き の う」等 を入れ て文 を作 らせ る。
く応用編>
いままで見 たこ とのないもσ),珍しいものを前 にして,聞 く場合。 で き
た ら絵 を入れ た方 がよい。
。アーテ ィチ ョー ク/レ イシ/北 京ダ ック/丸 ごとの魚1
ど うや って一......ます か、(食 べ)
●タビ1























































































・太巻,1折 り紙 の鶴 等 ∋
ど うや って_ま す か,、
。大 きいケーキi
















Vな いで くだ さい
Vて くだ さいませんか(L14)
「Vて ください」 は丁寧表現 の ように見えて も実 際には軽 い命令 とな る
こ とが多いので,特 に学生 が使用 す る場合 には注意 が必 要であ る。
「Vて くだ さい ませんか」 は丁寧 に頼 む言 い方 で,特 に 自分 にできない
ことを人 に頼む よ うな場面で多 く用い られ る。
(練習方法1)








「授業 で発表者 の声 がよ く聞 き取れ ませ ん。」
「もっと大 きな声で話 して ください。」
「も う少 しゆっく り話 して ください。」
「は っき り話 して ください。」
「みん な静 かにして ください。」
「お しゃべ りをしないで ください。」
のよ うに一 つの状況 に対 して複 数の反 応 を求 めて もよい し,
例2T「 チー ズは5℃ ぐらいの所 で保存 しな けれ ばな りません。」
S1「冷蔵庫 に入れ て くだ さい。」
Trと な りの部屋 で赤 ちゃんが寝て います。」
S2「大声 で話 さないで ください。」
のよ うに一 問一答 式に して もよい。いずれに して も,Sが うまく反応 で き
ない場 合 には,Tが ヒン トとな る単語 を与 えるな どの配慮 も必 要 とな ろ
うq
例3T「 風 が強 くな って きま した。」
S1「..,」
T「 窓を.一 … 」
S1「窓を しめて くだ さい。」
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②Tが 設 定 した状 況に基 づいて,Sが 丁寧な依頼文 を作 る。
例 丁 「部屋 の中が暗 くなって きま した。」
Sま 「電気 をつけて くだ さv、ませ んカ》。」
T「 駅 で,電 車 の行 き先 を書 いた漢字 が読 めません。」
S2「すみませんが,こ の漢字 を読んで くだ さいませんか。」
T「 電 話 がかか って きましたが,ち ょうど料理 を して いて 手 が 離せ
ません。」
S3「 ちょっ と電話 に出て ください ませんか。」
(練習方法2〉
① 病院 ・市役所 ・銀 行な どの窓 口で申 し込 み書 を書 くとい う揚面を設 定
し,係 員 と客の役 を割 り当てて 自由に ・ 一 ル プ レ イ を させ る。 その際,







「ここに名前 と生年月 目を書 いて くだ さい、」
「ああ,こ こですね。 この下 には何 を書 くんですか。」
「そ こは 二ち らで書 きます ので,何 も書 かないで くだ さい。」
「この漢字 は何 と読 みますか。」
「『キオ ウシ ョウ`で す。」
「あ¢),よ くわか らないのです が,何 の ことだか教 えて くだ さい
ませんか。」
係 「今 まで にかかったこ とのある病気 が あれば,そ れ をここに書 い
て くだ さい。」
最初 にTが 簡単 なモ デル を提示 して何度 か練習 させ・慣れ て きた らア
ドリブで 自由に会話 で きるよ うにす る。
② 工場 ・寺院 などを見学 す る とい う場面 を設 定 し,係 員 が様 々 な注意 を
しなが ら客 を案 内する様 子 をロール プ レイで行 う、係 員 は 「Vて くださ
い」 「Vな いで ください」 を随所 に折 り込み なが ら案内す る。
例 係 「『立入禁止 』 の所 には入 らないで くだ さい。」
「私 と一緒 に歩 いて くだ さい.」
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「写 真を とらないで くだ さい。J
「機械(展示品)に さわ らな いで くだ さい。」
この揚合 も最初 にTが 係 員役 を演 じ,お お よそ の流れ を提 示 しておい
た方 がよい。
③ イ ンクをこぼす,物 をこわす,と い った相手 に失礼 な ことをす る場 面
を設定 し,謝 罪 の言葉 に対 して 「Vな いで くだ さい」で応答 させ る。
例1S1「 申 しわけあ りませ ん。」
S2「いいです よ。気 にしないで くだ さい。」
このパ ターンは,相 手 の気づ かいに対 する応答 とい う場面 で も使 える。
例2S1「 夜遅 いですか ら,送 りま しょうか。」
S2「いいえ,大 丈夫 です。心配 な さらないで くだ さい。」
30,VユないでV2(L1ヰ)
この文型 には次の二つの意味があ る。
a〉 〔`insteadof～'1の意 でV1とV2が 両立で きない場合。
例 「歩 かないで タク シー に乗 ります。」
b)"without～"の意 でrv吐 な いで」 がv2の 手 段や付帯状況 にな
って いる場 合。
(練習方法1〉
①a)の 練習 として,チ ェー ン ドリルの 形 を用 い,両 立 しない二 つ の事
項 を使 って 一文 を作 らせ る,V[は 前 の人 が作 った文 σ)V2をそ のまま使
い,そ れ を 「な いで」 で否定 して新 たなV2を 持 ち出す,と い った作業 の
繰 り返 しになる。











「テ レビを見 ま した。」
「テ レビを見ないで勉強 しました。」
「勉 強 しないでテニス をしました。」
「テニス を しないで買物 に行 きま した。」
「買物 に行 かないで家 で寝 ていま した。」
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②b)の 練 習 として,チ ェー ン ドリル の 形で手段 や 付帯状況 を示す 一文
を作 らせ る。前 の人が単語 を与 え,次 の人がそれ を使 って文 を作 る,と い







「ゆ うべ は電 気を消 して寝ま したか。」
「いい え,電 気 を消 さないで寝 ました。 テ レビは ～」
「あ,テ レビも消 さないで寝ま した。 窓は ～」
「あ,窓 も閉めないで寝 ました。玄関σ)鍵は ～」
「あ,玄 関の鍵 もか けないで寝ま した。水道 は}」
「あ,水 道 も止 めないで寝ま した。」
(練習方法2)
①a)の 練 習 と して,実 際 に何 かをやっている場面 で,そ の行為 をや めさ
せて別 の行為 をさせ るよ うに指示す る。,教室内でで きる行為 か ら始 め,S
にい ろい ろな行為 をさせてお き,
例1T「 立 たないですわ って くだ さい。」
「英語で言わ ないで 目本語で言 って くだ さい。」
のよ うに指示 す る。 次に,Slの 行 為にS2が 指示 を与 える といったよ う
に,チ ニー ン ドリル式 にS同 士 で練習 をさせ る,
慣れ てきた ら,他 の場面 を設定 して ロール プ レイ を させ る よ うにす る。
場面や 人物 関係 に よ っては,文 末 に 「て くだ さい」 を用 いず,「 な さい」
「方が いい」「べきだ」 な どを使 う場 合 もあ るので,不 自然 な表現 が出て き
た らそα)都度 注意 を与 え る必 要が ある。
例2Tが 良 くない学生 の役 をして,同 級生Sが 注意 をする揚面。
S1「アルバイ トば か りしないで,も っ と授業 に出 た方 がいいです。」
S2「授業 中はよそ見 を しないで,き ちん と先生 の話 を聞 か な くて は
だ めです。」
S3「友 だちのノー トを コピー しな い で 自分 で ノー トを とる べ き で
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す。」
例3Tが 子 供σ)役をし,Sが 母親の立場 から注意 をす る場面。
S1「マンガばか り読 まないで,少 しは勉強 しなさい,」
S2「そんなに急 がないでゆっ くり食べ なさい。」
S3「い一)まで も寝 ていないで,早 く起 きて顔 を洗 いな さい。」
〈例2>く 例3>と も,V1の 部分 はTの ゼスチ ャーを見 て言 わせ,V2
の部分 はSに 自由な発 想で発話 するよ ううながす。
この練習 は,実 際 に何か をしてい る場面で はな くて も,次 の よ うに今後
のこ とについて注意 す る場面 を想定 して行 うこ ともで きる。
例4(母 → 子〉
「犬 を飼 うσ)なら,毎 朝 寝坊 しないで 散歩 に連 れていかな ければ い
けません よ。」
(医者 → 患者)
「今 日はお風 呂に入 らないで早 く休 んで くだ さい。」
②b)の 練習 として,Tが 前 に立 って次の よ うな指示 を出 し,Sが そ の
通 りに体 を動 か してみ る。
例1Tr右 手 を上 げないで左足 を上 げて くだ さい・」
「左足 を下 げないで右 目をつぶ って くだ さい。」
や り方 がわかったら,S1が 指示 を出 しその他 のSが 動 作 をす るよ うにさ
せる。 また逆 に,S1ひ とりに動 作 をさせ,そ の他 のSが 順 にい ろい ろな
指示 を出 してみる とい う方法 もある。いずれ にして も,ス ピーデ ィー に行
うこ とで口頭練習 の効果 を高 めたい,手 拍子 を取 るなどして リズム をつ け
て行 うの もよい。 その際 には,
例2S1「 右 目,開 けないで,左 手,曲 げて。」
のよ うに 「を」「ください」などを省略 して リズム に乗Pや す くす る工夫 も
必要 であろ う。
31.Vま しょう(か)(L14)
この文型 には次 の二っ の意味 がある。
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a)話 し手 が何 らかの行為 を行い,そ れ を相 手 に提供す る場合。
b)話 し手が,相 手 にもある行為 を行 うよ う勧誘す る場合。
次 の場面練習 によってa)・b)の違 い に習熟 させた上 で,似 たよ うな場 面
を設定 してS同 士 で自由な会話 ができるよ う指導す る。
(練習方法〉
例1Slの 部屋でS1とS2が 仕 事 をしてい る場 鳳
S1「寒 いです ね。 窓を しめ圭L主 う,S2さ ん はそ ちらの窓 を しめて
b
く だ さ い ま せ ん か 。,.1
「は い 。」
「ス トー ブ を つ け ま し ょ う か 。」
ユ
「いいえ。だい じょうぶ です。」
「それ じゃ,熱 いお茶 を入れ.茎」レ.タ渥 」
ほ




例2放 課後 にS1とS2が 話 を して,鞠 を誘 う場 面。
「これか らどこかに行 きませんか。」
「いいですね。 どこに行 きま しょ う。」
「そ うですね _銀 座 に し.竃」L主皿.≡。」
　
「ああ,久 しぶ りですね。 それ じゃ,Saさ ん も誘 い墨.レよ うよ。
b
私 がち ょっ と呼んで きま し.志至 。Ja
.(間)_._
「こ れ か ら一 緒 に 銀 座 に 行 き ま せ ん か 。」
「え 一 7き ょ う は ち ょ っ と._。 」
「何 か 用 事 で も 凌)るん で す か 。」
「い え ,別 に そ う い うわ け じ ゃ な い ん で す け ど._。 」
一153-S2s[S2Sls2S1「疲 れ ま せ ん か.少し休 み ま し ょ う堕)。」S2「え え,そう で す ね 。 休 み 糞.しタ 皇 。」SIs2SlS2SlS3SlSB
S2「そ れ な らいい じゃない,行 きま..レ.よ.一立よ。 どこか素敵なお店 で
b
お い しい もので も食べ.ゑしょ う。」
b
S3「そ うですねえ._。」
〈例1〉<例2>共 にイン トネーシ ョンには十分注意 が 必 要 で あ る。特
に,イ ン トネーシ ョンによって提供 か勧誘 かが決 まって しま う場合 もある
ので,Tが い ろい ろの言 い方 を して見 せて,そ の違 い をSに 納得 させ て
お くとよい。 また,同 じ勧誘 で も,「Vま せ んか」 は話 し手 の意志 が強 く
表 面化 す るのに対 し,「Vま しょ うか」 は相手 の意志 をかな り尊 重する表
現で ある点な ども揚 面の中で しっか り把握 させ ることが大切で ある。
32.あげ る/も らう/く れ る(L14〉
この表現 を指導す る際 には,rだ れ がだれ に どうする」 のか とい う点 と・
視点人物 が自分側か否 かとい う点 を常 に明確 に してお かな けれ ば な ら な




①S1一 →S2一 一一+S3一・ 一一→S4・..
つ つ つ コ コ フ コ て つ ワ
あ く も あ く も あ く も あ
げ れ ら げ れ ら げ れ ら げ
ま ま い ま ま い ま ま い ま"
す し ま す し ま す し ま すLた しLた しLた し 」
Lた 」 た 」 た
L」 」
上図 のよ うに,実 際 にSが 品物 をや りと卸しなが ら,「 あげる/も ら
う/く れる」 を偵 ウて自 ら状況説明 を行 う。
例S1「 私は 亀 さんにあげます。」
S2「S1さ んは私 に くれ ま した。」
「私 はS且 さんに もらいま した。」
「私 はS呂 さんに あげます。」
S3「S2さ んは私 に くれ ま した.」
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「私 はS2さ ん に も ら い ま し た 。」
「私 はS4さ ん に あ げ ま す 。」
これ をS全 員 にまわ るまで繰 り返 し言 わせ,用 法 の定着 をはか る。
藍瀾1躍 醗
②S2一 →S3-S4一一 一一→S5
コ コ つ コ ロユ コ
あ も あ も あ も
}デら 諄デ ら をず ら
ま い ま い ま い
し ま し ま し ま
た し た し た し
」 た 」 た1一 た
ヒ 　 し
払s、
実際 にSが 品物 をや りとりす る ところは ① と同 じだが,品 物 をや りと
ヲしてい るS2か らS」 は発話 せず,そ れを見てい るS1だ けが第三者 と
してその状況説 明を行 う。品物 の動 きと発話 が うま く合 うよう工夫 する。
例S1「S2さ んがS3さ ん にあげ ました.」
「S3さんがS2さ ん にもらいま したQ」
「S3さんがS4さ ん にあげ ま した。」
「S4さんがS3さ ん にもらいま した。」
「S4さんがS5さ ん にあげま した。」
「SδさんがS4さ んにもらいま した。」
この場合,第 三者 の観察 とい う設定 のため,① と違 って 「あげます」は
使 えず 「あげ ま した」 となる点,「 くれ ま した」 は話 し手 が品物 を受 け取
る側 の人 間にな らない限 り使 えないため ここでは言 えない とい う点を きち
ん とお さえ,指 導する ことが肝 要であ る、 ここで,自 分側か否 かに よって
「くれ る」 の使用 に 制限 があるこ とを理解 させた上 で,第 三者 が当事者 に




S1とS2,S3とS4が 組 にな って 実際 に 品物 をや りと りしなが ら状況
説 明をする。 ここで注意 すべ き点は,S1とS2,鉱 とS4を それ ぞれ身 内
(自分側の人 間)と考 えるため,そ の身 内が品物 を受 け取 った場 合に も 「く
れ る」 を{吏うこ とができる とい う、点である。
砂uSl「S3さ んがS2に くれ ま した。」
Sa「S2さ んがS`に くれま した。」





「N1はAで ,N2はBで す」 のA・Bに は,名 詞 ・形容詞 ・形容動
詞 がはい 鵜 「この人 は医者 で,あ の人 は学生 です。」「この町はあつ くて,
あの町 はすず しいです。」「この町 は しず かで,あ の町 は に ぎ や か で す。」
といった文 を作 る。 「この町 はあつ くな くて,あ の町は あついです。」 σ)よ
うに否定 がはいった文 もここに含 まれ る。
「NはAで ,Bで す」 のA・Bに も名詞 ・形容詞 ・形容動 詞 が は い
り,「 この人 はわた しの友 だちで,医 者 です、」「この町 はすず しくて しず
かです。」 「この町 は しず かできれ いです。」 とい った文 を作 る。 「あの人 は
先生で はな くて学生 です。」の よ うな文 も含 まれ る。
rN1は,AでB(窪)N2で す」 はrNはAで,Bで す」 の 発展 ・
変形文型で,「 この人 は,わ た しの友 だちで医者 の山田さんです。」 「ここ
はすず し くて しず かな町 です。」 「ここは しず かで きれ いな 町 です。」 とい
った文 を作 る。N1に は 「ここ」「そ こ」 「あそこ」 「これ」「それ」 「あれ」
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「この人」「その人」 「あの人」 とい った代 名詞 がはい り,N2に は実質名詞
がはいる。なお,A・Bの 内容 につ いて は共起 上 σ)制限が多少見 られ る。
a)AとBは 補足的 な関係 にあるものに限 られ,反 対 の概念 は来 ない。
例1(X)こ こはしず かで さわ がしい町 です。
(何か特殊 な状 況 を描写 す る目的 でまれに 使われ るこ ともあるが,初 級 で
そこまで言及 する必要 はない と思 われ る。〉
b)AがBの 意味 に直接貢献 して いる揚合 には,A・Bの 位置 の交換
はで きない。 これは,次 項34の 「評価 ・結 果」 の構文 に近 づ くため
であ る。
例=(○)こ れ は新鮮 でお い しい魚 です.
(X)こ れ はお い しくて新鮮 な魚 です。
(練習方法1〉
例1デ パー トでの品物選 び とい う場 面で,店 員がい ろい ろな商品σ)説明
をす る。
店員 「このバ ッグは布製 で,そ ちらのバ ッグは皮製 です。」
「こちらは8000円で,そ ち らは10000円です。」
「このバ ッグはやわ らか くて軽 いです よ。」
「これ は高級 品でお買 い得 な品物 です よ.」
その他,ア パ ー トさが し(「これ は明 る くてきれ いな部屋 です。」等)含美
術品鑑賞 な ど,複 数 の品物 の特徴 を比較す るよ うな場面 を設定 して練習 を
行 うこ とができ る。
例2集 合写真 を見 せなが ら人物 の説 明 をす る。
S1「 この人 が 日本語 の先生 で,そ の人 が数学 の先生 です。」
S2「 この人 は若 いか ら学生 で しょう。」
S1「 いいえ・ その人 は学生 ではな くて先生 ですよ。 今年 か らい ら し
た英語 の先生 です。」
S2「 この女 の人 はだれ ですか。 きれいな人 ですね。」
SL「ああ,そ の人 は さっきの数学 の先生 の奥 さんで,私 の友だちの,
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ゆ き子 さんです よ。」
(練習方法2)
名詞 ・形容詞 ・形容動詞 の単語 をカー ドに書 き,裏 返 しにしてな らべて
お く。〔30～50枚)トランプの 「神経衰弱」 の要領 で一人2枚 ずつ め くり,
その単語 を組 み合 わせて上 の文型 のどれ かにあて はめ,自 然 な文 を発話す
る。 カー ドでひ くのはA・Bに はいる単語 だけで,N・N1・N2に はい る
単語 は,ひ いた単語 にふ さわ しい ものを自分 で考 えるこ とになる。 なお,
カー ドをひ いた 順序 とA・Bの 順 は 無関係 でか まわない。 どれ だけ自然
な文 が作れ たかで得点 を与 え,一 人5回 ずつ順番 が回 った ところで打 ち切
り,総 合 点で 順位 をつ ける。(文の自然 さの段階 とそれ ぞれ に 与 える点数
はあ らかじめ決 めてお く。判定 はTが 行 う。〉




この文型 は,あ るこ とが原 因で,そ れを評価 した り,そ の結果 を描写 し
た りす る時 に用 いる。「この町 はあつ くてき らいです。」(評価)「 花 がた く
さん さいて きれ いです。」(結果)の ような文 で ある。
(練習方法1)
TがSに 一つの現象文 を言わせ,そ のあ とそれ に対 す る感 想や評価 を
求 め る。Sは そ こで出た二つ の文 を つないで 上記 の文型 の文 を発話す る。
例S1「 人 がた くさんい ます。」
T「 ど うです か。」
S1「にぎや かです。」
「人 がた くさんいてにぎや かです。」




「彼の髪 は短 くておか しい です、」
(練習方法2)
前項33の1練 習方法1)で 用 いた,デ パー トでの品物選び と同 じ揚面 で,
今度 は客 が品物 を評価す る場合 を想定 す る。
例 客 「そ のバ ッグは色 が派手 で好 きではあ りませ ん,」(評価)
「このブラウスは着や す くていいですねg」(評価)
「そ のバ ッグは高 くて買 えませ ん.」(結果)
「このプラ ウスは7リ ル がた くさんあッてきれいです。.二(結果)
最初 の例 のよ うに 評価 ・結 果 に 否定の形 が くると,r派 手で」 の後 に少 し
ポーズが置 かれる よ うであ る。 その他,ア パ ー トさが し(「この部屋 は明
るくな くていやです・」等〉,美術品鑑賞 な どの揚 面で も練 習でき る。
35,N且やN2(LI5)
並列助詞 「や」 は,は じめに全体像 がイメー ジされてい ないと使 えない
とい う制眼が ある。 つ ま り,全 体 を言 うた めにそ の例示(代表)と して い く
っか のものごとを取 り上げ る時 に使われ るもので,同 類 の もの の並列 が中
心 なのである。 これ に対 して,「 と」 「とか」 は,何 かを見 た時 に何 ら全休
像がイ メー ジされ な くて も,は じか ら一つ一つ並べ上げ るといった意味 で
使 うこ とがで きる。 それ は,「と」 「とか」 が個別 の並列 にポィ ン トを置 い
てい るためである。
例 客 「テ レホ ンカー ドあ りますか。」
店 員(X)「 はい・花や列車 や パ ン ダ や 富士山 の図柄 があ ります が
・ 〇 一1
(○)「はい,花 と列車 とパ ン ダ と富士 山の図柄 があ ります が
・o」
上 の例 が不 自然 な のは・ 「花 ・列 車 ・パ ンダ ・富士山」 それ ぞれ の語 の
レベル が異 な り,こ こか らは何 ら全体像 が 浮 かばないか らで ある。 これ
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を,「動物や植物や乗 り物 な どの図柄」 と語 の上位概念 のみで くくれば 不
白然 さが減少す るはず である。
ただ,「と」 と同 じよ うな場 面で 「や」 が使 われてい ることもあ る。 例
えぱ,「 山本君 と高橋 さん」 と言 うべ きところ を 「山本君や高橋 さん」 と
言 った りす る場合 で ある。 「と」 を使 うと 「山本君」 「高橋 さん」 のみに限
定 され るが,「や」 の場合 は,そ の他 に も誰 かがいるよ うに思 わせる効果
がある。 つま り,話 し手 に限定す る自信 がない時や,他 に も何 かあるよ う
ににおわせなが らぽか して言 いたい時 などにrや 」 を用 いる とい うこ とで
ある。
(練習方法)
① 「や」 の特徴 で ある全体像 を大切 に した練習 をす る必要 があ る。 全体
像 を拡大 ・縮 小 させなが ら グル ープの 把握 の仕 方 を指 導す ることになる.
従 って,こ ¢)練習 にともない,上 位語 ・下位 語 の概念 も身 につ け させるこ
とがで きるわ けで ある。
具体的 には,デ パー トθ)売り場案 内図 などを用 意 して,Sに 見せ なが ら








? 「文具売9場 には何 があPま す か。」
「ノー トやえんぴ つや便せ んな どがあ ります。」
「7階には何 があ ります か。」
「文具 や書籍 や玩具 があ ります。」
「このデパー トには何が あ りますか。」
「日用 品や衣料品や食料品が あ ります。」
デパ ー トの内部 だけでな く,小 売店 とデパー トの比較 なども させて みる と
よい。
② ① とは逆 に,Tが 具体的 な下位概念 を 並べ,そ れ をま とめる 上位概
念 をSに 言 わせる とい う練 習 もあ る。









形容詞 といわ ゆる形容動詞 の副詞化 が学習事項 である。
形容詞 と形容動詞 の連用形 は用言 を修飾す るが・ ここでは動詞 を修飾す
る場合 のみ を扱 う。
副詞用法 への形 の変換 については学習上 の困難 はない。
こ二では本学 の教科書(初級)グ)語彙 の範 囲 に限 り,実 用的 なレベル に立
って,初 級段階 で指導上 留意 した方 が よい と思 われ る具体例 をま とめるこ
とにす る。 ただ し,そ の中で必 要 なものだけを,状 況 に応 じて,学 生 に与
えれば よい ので あって,他 は教師 が心 得てお くだけでよいであろ う。
(1)「 多い」 の連用形 「多 く.」が副詞 として用 い られ る場合は,「多 く
(は)失敗す る」 な どの例 にみるよ うに 「たいてい(の揚合〉」 の意 にな
る。 しか し,こ の用 法 を初級 で教 える必要 はない。初級 では数量 や頻
度 の副詞 として,「た くさん」「おおぜ い」「たいてい」「よ く1し ば し
ば」 な どの語 を,そ れぞれ と共起 する 基本動 詞 と共に 教 え,「 多 く」
とい う語は用 いない 二とを注意 してお くべ きだ ろ 弧
(2〉 「わ もしろ く話 す」 は 自然 な 日本語 であるが,「鎚 也 ∫話す」 は
不 自然で ある。「お もしろおか しく話 す」 と言 わねばな らない。
(3)「 おそ く」 は時間的 な意味で用 い られp速 度 については 「ゆっ く
り」 を使 う。
例:お そ く家 を出 た。
ゆっ くり歩 く。
同種 の もの として,「長 ⊥」 は時間的 ・空間的双方 の意 味 に用 い られ
る。 時問的 な意味 の場 合,「 長 く」 を用 い ることはでき るが・ その反
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対 の意 を 「短 く.」で表現す るこ とはで きない、例 えば 「口本 に短 く住
んでい る」 は誤 りで ある。
(尋)「ほ しい」 の連用形 「ほ しく」 は動 詞 「な る(成る)」以外 とは 共
起 しない。 初級 では 「ほ しい と思 う」 を教 えるべ きで あって,「 ほ し
く思 う」 を与 える必要 はない。
(5〉 「めず ら し.く」 はその文 が意 味す る事象が めず らしい とい うこ と
を表現 し,てい る。
例:彼 女 はめず らしく料理 を作 った。
(6)「聖す ≦ ・買 う/売 る」 は通常 よ り安 い値段 で の売 買 を意 味 し,
日常 よ く使 われ る表現で ある。反 対 の意 は 「たか く.」を用 いて表す。
(7)「 よい(いい)」の連用形 「よ く」 は 「言 う ノ話 す/思 う」 な どの
動詞 と結 びついて良 い評価 や好意的 な 気 持 を 表 す。同種 の もの とし
て,「あ りがた く、冨 う」 「残念 に思 う」 「面倒 に思 う」 な どの 日常的 な
表現 がある。 これ らは各 々,何 かが 「あ りがたい!残 念 であ る」 な ど
とい う,主 体 の心情 を表 す。
(練習方法1)
教師 が予 め動 詞 と副詞の セッ トを作 って学生 に与 え る。学生 はいつ も肯
定文 で答 える ことに してお く。Tの ことばの中に 氏iが出た ら,Sは 次の
発 話 でそれ を副詞化す る。
Tr壁 をぬ りましたか.」
S「 はい,ぬ りま した。」
T「 今度の壁 は白い んですか,」
S「 はい,臼 くぬ りま した。」
(練習方法2)
困 る(orいい〉人(or恋 人 ・お とうさん ・主人 ・赤 ん坊 ・飼 い犬,etc・〉
その人 に対す る評価 と理 由をひ とこと言 う。 「Aj一くまたはAjN一に」 を使
うq
S「 うちの主入 には困 ります。J
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T「 どうしてですか。」
S「 毎駝おそ く帰 って来 るんです.」
(練習方法3)
上記 とほぼ同 じであるが,動 詞 を特 に 「なる」 に限 って練習す る。 自分
の好悪 を言 わせ,そ の理 由を付加 させ る。
S『 牛乳は きらいです。飲 む と気持 ちが悪 くな るん です。」
37.Vな さい(L16)
教科書付属 の文 法書 には 「主 として子 どもに対 して使 われ る表現」 とい
う説 明がある。
命令 または 助言 をす る際 に用 い られ る形 で あるが,こ の表現 の特質 は,
使用上 か ら見た場合,命 令形 として は 「お だやか な感 じの命令形 」・ 助言
としてはかな り 「高 び しゃな助言」 とい う点 にあるのではなか ろ うか。 こ
の言 い方 が子 どもに対 しての他は実際上 ほとん ど用 い られ ない とい う理 由
もこの点 にあるよ うに思 う。 例 えば,交 通違反 の車 に対 す る警察官 の命令
は 「その赤 い車,も っ と後 ろへ さが りなさい。」 とい うお だや かな形 を と
,・て いる。 この,「 命令」 が当然 と思 われ る 揚 合 で さ え,普 通体 の動詞
「さが る」 の命令 形 「さがれ」 で は乱暴すぎ るよ うであ る。 っ ま り,お と
な同士 の間では命令形 を用 いて命令 するσ)はむ しろ特殊 な状況 だ といえよ
う。(一>29.Vてくだ さい)
命令形 のおだやかな形 とい うことか ら,男 性 の用 いる普通体動詞 の命令
形 に対応 す る女性 語 として も 「Vな さい」 が用 い られ ることにな る((4)
例2)。
そ こで 「Vな さい」 が使われ る最 も自然 な状況 として,次 のよ うな話 し
手 と聞 き手 との関係が考 えられ る。
(1)親 と子(または家庭 内を中心 とす る親族〉
例 手 を洗 って洋服 を着換 えた ら,お やつを食 べな さい。
(2)教 師 と生徒(さま ざまな師弟関係〉
例 この文型 を使 って も う一度書 き直 しな さい。
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ただ し,こ の関係 の場 合で も,も っとていねいな方が よい と判断 され
るときは他 の表現 を用 いて命令 ・助 言 をす る。
(3〉 医者甲と、患者
この関係 の ときで も,ま ともに 「Vな さいJの 形 を使 うのは,患 者 が
医者 よ りかな り年少 の場合 であろ う。通常 は次 のよ うな形 で命令 す る
と,思われ る。
例 何 よ りも規則正 しい生活 をす るよ うにな さい。
(4)女 性語 としての命令形(人 間関係 ではないが)
例1
父=一 郎}夕 飯 まえに,お 父 さん と一緒 にジ ョギ ングしない か。
そんなに勉強 ばか りしていない蔦 仕 度 して来い よ。
母;お 父 さん,だ めです よ。一郎 ちゃん,6時 半まで勉強(し)な
さい,あ とひ と月 なんだか ら頑張 りなさい。
例2(切 迫 した危険 か ら相手 を救 うために1
と一びお りな さい1
ただ し,こ の種 の緊急 の状況で は女性 によって普通体動詞 の命令形 が
そのまま発 せ られ て も自然 である。
教室 内で の練習方法 と しては・上記 の人 問関係 に立 って,い ろいろな揚
面 を設定 し対 話 がで きるだ ろ う。
38.Vて い ます(L17)
1.文 型 の表 す意味一 「継続」
数 種類 の 目本語教科書 とそれ に付属 の文法解説書 を参考 に して,初 級で
教 えるぺ き内容 と指導上留意 した方 がよい と思 われ る点 を下記 の ように表
にま とめて みた。(この表 は学生 に提示 す るための ものではない。)
表 について以下 の点 を付記 す る。(番号は表 中の番号 に順 ず る。)
(1〉 動詞 の種類 は金 田一春彦 の分類 による。
(2)「 ～動詞 が多い」 と言 ってい るが,こ の 「多 い」 とい う事実 は教
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疲 れ て い るo
ふ とっ て い る。
慣 用 的 に 限 られ た 点 状 ・線 状 知 っ て い る。 住
幾 つ か の動 詞 副 詞(毎 節 〉 んで レ'る・ 持 っ
て い る(所 有 〉。
1売 っ て い る。 似
!1て い るロ
3
語行為 の 自然 さとは使用 上の習慣,つ ま り頻度 や傾 向の問題 ではない
か と考 えるか らである。
(3)こ の文型 を教 える ときに心得 てお くべ き重要 な点 は,文 型 の意味
する内容 が動詞 自体 によ って決 ま るのではな く,(3)の縦 の欄 に示 す
ような副詞的要素 によ って決定 する とい うこ とで あ ろ う。 同 じ 「話
す」 で も 「いま話 している」 と言 えば,、挙つ うは進 行 中の動 作 を想起
一165一
す るが,例 の欄 に示 すよ うに 「こ眠)ごろ」 を付 けた 防 「寮では 目本
語 を話 して いる」 と言')たりすれ ば,習 償的行為 と受 け取 られ るσ)が
ふつ うで ある。
(斗)(→46,Vて い ます)
(5)(2)に述 べたの と同 じ理 由で,こ の分類 は教授法 の上 か ら意味 が
ある と考 える。
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III.例文 を作成 す るときの視 点
以下に述 べ ることは極 くあた りまえの ことであ るが,作 例 を したi),学
生 の作 文 にヒン トを与える ときに,一 つの手順 になれば と思 い,敢 えて提
示 す る。
表現 に と りあげ られ る対象 は,ま ず大 き くは人 間界 と自然界 に分 け られ
るだ ろ う。 それ らを三つの視 点か ら眺 めてみる。
a・ 時問的一 過 去 ・現在 ・未 来/春 夏秋冬/曜 日/朝 昼晩etc・
b.空 問的一 国家(歴史的事象/国 際関係etc,)〆地域社会(行事'「習
慣/近 所 づ きあいetc.)/学校(同 窓会/実 験室etc.)/
職 場(事務所/工 場etc.)/家庭(岩間/台 所etc.)/自然
現象(季節1災 害etc・)その他,学 生 の専門分野 に応 じ
て経済 ・社会現象 などにつ いて 述べ させ る こ と もで き
よ う。
一166一
C,文 型 の表す意味(1σ)表)及び この文型 が出て くる基本的条件(IIの
表)
上記a,b,cの 各 要素 の組 合わせ によって出来 る状況 の中で具 体的 な場
面 を考案 す る。










な ど通信形式 σ)会話 が考 え られ よ う。〉
例2海 辺 の大地 震(ていね い体 の会話/過 去形)
放送局 の リポーター と被災地 の住民 との会 話
リ 「地震 が起 きた とき,ど こにい ましたか。」
市民 「ビル の6階 で 仕事 を して いま した。 す ぐ下 にかけお りて 外 に
出 ま した。」
り 「その とき外 の よ うすは ど うで したか。」
市 民 「人 がおお ぜい走 りまわ っていま した。 そ して男 の人 が ひ とり
大声 で叫 んでいま した。」
リ 「大変 な騒 ぎだ ったんですね。」
市 民 「ええ。 子 どもたちが泣 いていま した。 あっちこっちで犬 が吠
えて いましたね。」
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修 学旅 行先 か らα)電話(普通体 σ)会話!現 在形1
「そち ら,京 都 は ど う～」
「うん}桜 が咲いててレす ご くきれ い.」
「そ う。 みんな何 して いるの。」
「い ろんな こ としてる。 せつ子 は絵 はがき書 いて る。 渡辺 さんは
あした の見学予 定 を考 えてい るわ。」
「鈴木 さん4)同じグル ープ ン」
「うん,鈴 木 さんはいまロビーでい とこ と話 してるび)。京都 に住
んでい るい とこがホテル に会い に来て るのよ。 お じいちゃんは も
うねて るの ㌧
国際電話・ 気球 に乗 って上 空 からの リポー ト
例3台 所 で
母 「お い も,ど うなつて いる～」
娘 「小 さいのはだいたい ゆだって いるけ ど,大 きいのは まだ か た い
みたい。」
母 「それ か ら,冷 蔵庫 に入 っているゼ リー は固 まったか しら。 見 て
ち よ うだい。」
娘 「ええ,も うで きてい るわ。 きれいで,お い しそ うよ。」
伊哩4す も う観戦
アナ ウンサー と解説者 とσ)会話
ア 「東 山,う ま くとって いますね。」
解 「東 山は今場所足腰 がいいか ら,す きを見て一気 に前 に 出 よ うと
ね らってい るんだ と思 います よ、」
ア 「東 山¢)足がジ リッジ リッと動 いて います が...一1
解 「そ うですね。」
(投球 のよ うに瞬 間動作 のスポーツは この種 の会話 の 材料 として 適 当で
ない。 また・ マラソンのよ うに競技 中に全体的 な局面 の変化 はあって も動
作 の種類 その ものに変化 グ)ない動 き も,こ の文型 の会話 に は 不 適 当 で あ
る。 この状況 の会話 として は,他 に,観 劇,動 物園 ・工場見学,市 内観光
な どを写真 や静止 テ レビ画面 を使 って教室 内で行 うこ とができる。)
例5高 校 の同窓会
教 「佐 々木 さん,あ なたは今 どこに住 んでるの。」
佐 「実家 のす ぐ近 くです。 で す か ら高校 時代 とあま り変 わって い
ませ ん。」
教 「今 も歌 っているの、」
佐 「いいえ,先 生。 ただ も う家事 に追 われ てい るだ けです。 苦労
して声楽科 に入 れて損 した って,い つ も親 た ちが言 ってい るん
です。」
ここに示 した会話例 においては 「Vて います」 の表現 がいずれ もこの文
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型 のもつ基本的な意味 を表 して いる。 われわれの実際 の生活 の中ではそ の
状況 に応 じて 「Vて い ます」 とい う表現 がさまざまな発話 目的 をもって使
われ るだろ う。例 えば次の対 話 において は話 し手 は勧誘 の意味 でこの文型
を用 いてい る。
A;寒 いですね。
B=控 え室 にコーヒーが入 っています よ。
教科書17課 の本 文 にある 「弟は 今おふ ろに入 って います」 もこの種 の発
話 といえ よ う。 つ ま り 「Vて います」 は単な る叙 述ではな く,勧 誘,理
由,抗 議,弁 解,驚 き等 々,さ ま ざまな意 味合 い をにな って登場す る。 し
か し,そ れ らは基本的 な意味 がわか って いれば,通 常は話 し手 の意図が理
解 できるはずであ るし,話 者 としてその よ うに使 うことも可能 なはずで あ
る、授業 で教授 すべ き ことはやは り第一義 的には文型の もつ基本的な意味
で ある と、思 う。
(以上,安 斎 幸枝担 当)
39.N1をV1にN2(場 所)へ/にV2ま す(L18)
二の文型 には ふ た っ σ)バリェーシ ョンが あ り,「N1をVIに 」 を 囚,
「N2へ/に 」 を 團 とす ると,囚 ・囮 が入れか わって いる点 が ことな る。
す なわち,つ ぎび)ようになる。
i(人 〉は 囚N1をV1に 團N呂(場 所)へ 〆にV2ま す。
ii(人)は 圖N2(場 所)へ/に 圏N一 をV1にV2ま す。
主語 には 「私」 「あなた」 「OOさ ん」「先生」「父」「母」 などいろいろ
な人物 σ)呼称 を入 れ ることがで きる。 「V2ます」 には帰去往 来 の動詞 を入
れ る。
この文型 を 導入す る際 に 留意すべ き点 は,「(人)は(場所)へ/に 一 ま
す。」 とい う構 文 を しっか り身 につ け させ るこ とである.す で に第7課 で,
「(人〉は(場所)で一 する。」 とい う文型 を学習 してい る た め,混 同 して,
「(人)は(場所 〉で一 ます。」とい う誤 りを犯 す ことが多い。 とくに,囚 を
挿入す る と この誤 りは多 くな るの で,ま ず基本 とな る 「(人)は(場所)へ/
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に ます。一をしっか りお さえてお きたい。ア初級教科書』では 「N2へ/
に」 が先 に来 る形,つ ま り,上 に掲 げたiiの 形 をaと し,iの 形 をbと
して いるが,こ の誤 りを防 ぐためには 「N2ヘ ノに」 と 「V2ます」 とが
っづ いて いるiを 中心 に学習 し,そ 哩)バリエーシ コンとしてiiを 練習す
る とよレ、『eあろ う。
この文型 は冒頭 の文型で わかる とお り,
(人)は/囚/團/一 ます。
とい う4っ の要素か らな ってい る。 したが って,基 礎的 な ドリル を終 えた
っぎの段階 としては,こ の 尋つの要素 の うちヴ)どれかを与 え,そ れに対応
するよ うに残 りの要素 を補 って文 を完成す る練 習が考 え られ る。 この文型
は状況 によっては繰 り返す こ とが不 自然 になる場合 があるので,そ の点注
意 が必要 である。 た とえば,単 に一 日の行動 を追 うといった場面設定 は こ
グ)文型 ¢)練習 に適 当 で は な い。 また ア リバイ調査で は 「(人)は(場所)で
一 す る。」 を使 うほ うが自然 であ り,素 行調査 の探偵 の記録 な ど,あ る
期 問にわたる行動 の記録 のほ うが適 してい るよ うであ る。
(練習方 法1)パ ーテ ィーをひ らこ う その1
ここで はクラスσ)全員が集 まってパ ーティーをひ らくこ とを計画 す ると
い う場面 を設定す る・各 自にメモ を渡 し・ スケジュール の調整 をはかる作
業 をすす める。 各 自に渡 すメモは第1段 階 では 図1の よ うに 「歌舞伎」・
「テニス」・「野球」 などを書 き入れ てお く。 つま り,文 型 の尋つ の要素 の
うち囚 の 「N1を」 を 与 え るわけ であ る。 この場 面設定 では 「私 は.,,
行 きます。」 は常 に固定 されて いるα)で,囚 の一部 を与 え ることに よって
学 習者 は 團 を補 い,文 を完成 させれば よい。
具体的 なすす め方 としては,ま ず教師 が一 目ご とに各 自のスケジュール
を聞 いてい く。
例
丁 「それ ではみ な さんの御都合 を うかがいま しょう。4月 鋤 日はど
うです か。」
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S1「私 はお芝居 をみ に銀 座 に行 き憲す。」
S2「私はテニスを しに横 浜 に行 きます。」
S3「私 は買い物 を しにデパー トに行 きます。」
など。
予定 のない日をつ くってお くこ とももちろん可能 であるが,移 動 のない
揚合 にはこσ)文型 は使 えないこ とを指導 しなけれ ばな らない。
例 「私 は部屋 で勉強 を します。」
「私 は都合 がいいです..」
な ど。
(練習方 法2〉 パーテ ィー をひ らこ う そ の2
メモを渡 して 各 自のスケジュール を調 整 す る こ と は1と 同様 で ある。
第2段 階 としてはメモに 揚所 を書 き こんでお き,囚 を補 ッて文 を完成 さ
せる(図2参 照)。ここではスケジュール の調整役 も学生 に まかせて よいで
あろ う。
例
SI「それ ではみな さんの御都合 を うかがいま しょ う。5月30は どう
ですか。」
S2「私 は展覧会 をみ に上野 に行 きます。」
S3「私 はテニス をしに横浜 に行 きます。」
など。
1と2と はクラスの レベル によっては分 けず に二種類 のメモ を無作為 に
渡 して もよい し,一 つのメモ に 囚 の情報 と固 の情報 とを混在 させて もよ
い。 む しろ,手 帳 に書 きこむときはそ のよ うな状態 が自然 であろ うし,最
終的 にはその よ うなメモ を使用 す ることを目標 とす る(図3参 照〉。
(練習方 法3)パ ー ティーをひ らこ う その3
パーテ ィー をひ らく日時 が決 ま った らpパ ーティーの内容 を考 える作業
に入 る。 ここで はパーテ ィー に必要 な もの を列挙 し,誰 が どこで調遠 する






































































T「 用意 する ものは これでいいですね。 それでは どうや って そ ろ え
ましょ う。」
S1「私 と○○ さんは7お 菓子 を買い に店 に行 きます.」
S2「カラオケのテープは△△ さんが持 って い まナ。私 はテープを借
りに△△ さんの うちに行 きます。」
など。た だ し,こ の揚合 には,わ ざわ ざ出向いて揃 える とい う意識 の強
い ものにしか使 えない。 したがって,カ ラオケセ ッ トやゲームや ビデオな
ど,揃 えるものに工夫 が必要 であろ う。
(練習方法4)旅 行 の計画 その1
自分 σ)ところに知人 が滞在 するこ とになP,案 内の予定 をたて る,と い
う場面 を設定す る。案内す る ところは自分 の国で もよい し,日 本 の どこか
で もよい。期間 は3日 間分 くらいが適 当であろ う。文型 の4つ の要素 の う
ち 「(知人 と私〉は一(行 き)ます。」 を固定 し,囚 ・唾 を補 って文 を完成
す る練習 である。図 磁)よ うな簡単 なメモ を作 らせ,そ れを見なが ら説 明
させ る。 この場合,実 際 σ)発話 では 「(知人 と私〉は」 の部分 は省略 して も
よい。
例
S「1日 目には,高 層 ビル をみ に新 宿 に行 きます。2日 日には,歌 舞
伎 をみ に銀 座 に行 きます。3日 目にはおみやげ をかい に池袋のデ
パー トに行 きます。,」
な ど。
上記 のよ うな大 まかな予定 か ら,し だい に詳細 な予定にな るよ うに指導
す るQ
(練習方法5)旅 行 の計画 その2
自分 の旅行 の計画 をたてる。 ここでは1日 の外 出を想定 し,図5の よ ケ
な簡単 な資料 を渡 し・ それぞれ に計画をたて させ る。 ここで も簡単 なメモ
をつ くらせ,そ れに沿 って計画 を説明 させ る。 ここで も 「(私)は」 の部分
は省略 させ てよいであろ う。
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例 「最初にお茶 を買い にごくうに行 きます。 それか ら,ぼ うしを買い に
ぽ うえきこんす に行 きます。 それ か らレコー ドを さが しにはつみに行
きますウそれ か らフル コースをたべ にまんちんろ うに行 きます。そ し
て帰 りますo」
な ど。
なお,図5は,第18課 ・第19課 を学習 しおえた段階 で,総 合 練習がで
きるようにな ってい る.つ ま り,つ ぎのよ うな文型 を用 いて旅行 のは じめ
か らおわ9ま でを説 明す るこ とがで きる。
例 私 は船 で山下公 園に行 きます。(18-3)
(店の)かどを右 に まが ります。(18-4)




電 車で東京 にも どります。(18-3)
な ど。
(練習方法6)旅 行 の計画 その3
自分 の行 きたい ところを選び何 泊かの旅行 の計画 をたてる。初級段階 で
あるので資料 は 日本語 のガイ ドブ ックでな く手持 の ものを利用 すれば よい
であろ う。 これ もメモ を作 らせ,口 頭 で説 明 させる。
〔練習方 法7〉 手 紙
文章表現 としては,手 紙 を書 くのが もっ とも自然で あろ う・ 日記の場合
には一 日だけではな く,た とえぱ夏休 みや連休 な ど何 目かの記 録 を考 えさ
せるほ うが 自然 であ ろ う。『初級教科書』第18課 は 「きの うの 日曜 日」 と
い う題 で 日記風 の文 章にな ってい る。この教科書 では第37課 に 「日記」が
あ り常体 の記述 であ る。第38課 が 「手紙」 であ り第18課 の段階 で細 かい
手紙 の きま りな どを学 習 させ る必要 はない が,簡 単 な書 き出 しと結び を教


























































まず,V2の 動 作 をさせて・ つ ぎにV1の 動作 を させる。 どち.らの動作
が,主 動f乍なのか,な が らの動作 なび)かを確認 しつつン表現 させ ることが
大切。
(練習方法1)
S1に,ま ず勉 強 をす る動 作 をさせ る。 つ ぎに,そ の動作 は継続 したま
ま,テ レビを見 させ る。 そ こで,S2にS1の 動 作 を描写 させ る.「S1さん
は・ テ レビを見 なが ら・勉強 を しています。」 ほか にも,お 菓子 を食べ る,
話 をする,お 茶 を飲 む,な どの動作 を組合 せ,同 様 に表現 させてい く。
(練習 方法2〉
「な がら」 の基本的 な用法 がつかめた ら,母 親 と子供 との会話 な どの場
面設定 で,r一 てはい けませ ん」(L26)と組合 せて表現 させる。
例 子供 テ レビを見 なが ら,勉 強 を している。(Sに 指示 を与 え,実 際
にその動作 を させる)
母親 「～(ちゃん),テ レビを見 なが ら,勉 強 してはいけませんよ。」
41.V1て か らV2(L20)
実際 の動作 の順序 を意識 しなが ら表現 させる。
(練習方法1)
シャツを着 る,ズ ボ ンをは く・ ネクタイを しめるp帽 子 をかぶ る・ な ど
や,～ を脱 ぐ,一 をとる,な どの着脱 の動作 について,S1が 指示 し,S2
が動作 をす る,ま たS3が その動作 を言葉 で表現 する。
例S1「 ズボ ンをはいてか ら,ネ ク タイ を しめて くだ さい。」
S2(指 示 の とお りに動作 を行な う)
S3「S2さ んは,ズ ボ ンをは いてか ら,ネ クタイ を しめま した。」




昨 口の出来事 を,時 間の順 を追 って 報告す る。(行動記録 の書かれた カ
ー ドを使 ってp他 の人 の報告 を して もよい。)
今 目の予定 を,時 間 の順 を追 って報告す る。 〔秘書,ツ アー コンダク タ
ー役 にな って説 明する。)
(練習方 法3)








何 かを見て 「一そ うですね。」 それ を切 っ
掛 けに して会話 を展開 させてい く。
(練習方法1)
空模様 に関す る会話。S2に は実際 に空 を見 なが ら答 えさせ る。
例S1「 あ したは晴 れそ うですか.」
S2「いいえ,雨 が降 りそ うですね。一1
/S2「そ うです ね,雨 は降 りそ うもあ りませ んね。」
(練習方法2)
「一そ うですね」 の後 に,自 分 の気持 ちな どを併 せて表現 させる。
例 「お い しそ うです ね.わ た しも食べ たいな.」
「むず か しそ うですね。 わた しにできるかな。」
「雨 が降 りそ うですね。 困ったな。(かさを忘 れた)」
「重 そ うです ね。持 ってあげま しょうか。」
(練習方法3)
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「昨 日の午前9時 には何 を して いま したか。」
「図書館 で本 を読 んで いま した。」
「図書館 で本 を読 んでか ら何 を しま したか～」




と言 うだけで終 わ らせずに,
「一 のです」(L21)との組合 せで表現 させ る。(→45}
例(料 理 を見 て)「おい しそ うですね。 だれが作 ったんですか。」
43。Vて あげる,Vて もらう,Vて くれ る(L20)
「一 てあげる」 は恩恵 を与 える意味 が 強 くなるので,自 分 の行 為には用
いない よ うにさせ る。
「一て もらう」 は・ 自分 ではできないこ とを 「一 ても らう」 ので,う れ
しい,感 謝す るとい う気持 ちが あることを理解 させ る。
(練習方法〉
S1が依頼 し,S2がそれ に応 じる動作 をする。 その後,SLが その ことを
報告,S3は 描写 す る。
例S1「 す みませ んが7～ て くれ ませんか/く れますか/く だ さい。」
S2rい いです よ。」 と言 って,依 頼 され た動作 をす る。
「ど うもあ リカニと うござV・ました。」
報告S1「S2さ んに～て も らい ま した,」
「S2さんに～て も らって助か りま した。」
「S2さん に～て も らっちゃった。」
「S2さんが～て くれ ま した。」
描写S3「S2さ んは,S【 さん に紺て あげ ま した。」
「S1さんは,S2さ んに～て もらい ま した。」
44.Aた りRた り(L20)
Xが シAた り,Bた りす る。
XがAた り,YがBた りす る。
Aた リコBた りす る。
Xが,Aた り,Aな かった りす る。
XがAたP,YがAな か った りす る。
Aた り,Aな かった りす る。
上記 の基 本的な形 式 を習得 させて か ら,練 習 にはい る。
(練習方 法)
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質問 には,「いつ も,ず っ とナ ー 目中p日 本中,み んな,毎 臥 どこで
も,だ れで もロ全部,た え.ず」 な どを,答 えにはp「{目,週,年,時,人,
場 合,揚 所,と ころ,物,状 況,気 分}に よって」 な どを入れて練習 させ
る。
例S1「 授 業 は毎 日9時 か ら始 まるんですか。」
S2「そ うですね,日 に よって9時 か ら始 まった り,10時 か ら始 まっ
た りします よ。」
S2「 そ うです ね,日 によ って9時 か らだ った り,10時 か らだったP
します よ。」
S2「 そ う で す ね,日 によ■)て9時だ った り,10時 だった りします
よ。」
S2「 そ うです ね賢 日によって9時 だった り,10時 だった り筆 いろい
ろですね。」
S2「 そ うですねp日 によって9時 だった り,10時だ った り。」
S2「 そ うですね,口 に よって違 いますね。9時 だ った 窮10時 だっ
た り。」
上 のよ うに,い ろいろな答 え方 をさせ る。
45.一 のです(L21)
のだ文 の基本的 な用 法 はつぎのよ うに考 え られ る。
(平叙文〉
相 手 の知 らない(と表現主体 が判断 した)もの ・こと ・情報 を一括 して示
す。例 「実 はわた しの国籍 はアメ リカなんです。」
理 由や事情 な どを説明 す る。例r明 日休 ませ ていただけます か。風邪 を
ひいて しまったんです。」
(疑問文)
(疑問に思 うよ うな もの ・こと ・情報 ・事態が先 にあって〉それに対 す る
説 明を要求す る。 もっ と知 りたい,本 当の ことを教 えてほ しい,す でに知
っている情報 を確認 したいpと い う気持 ちを表す。例 「日本人 は本 当に働
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き者 なんですか。」
また,驚 きの表現 に もなる,例 「あんな所 へ行 ったんですか、,」
(練習方法1)
S1は疑問 に、慰 うよ うな もの ・こ と ・情報 ・事態 につ いて,い つ,ど こ,
だれ,な にラ なぜ,ど うして・ どうや って,な どの疑 問詞を用 いて質問す
る。S2は,そ れ に答 える。
(練習方法2)
み んなの知 らないよ うな もの ・こ と ・情報 について説 明す る。
例 「この字 は,こ うい うふ うに書 くんです。」
「この道具 は,こ の よ うにして使 うんです。」
「これは,水 に入 れ ると大 きくな るんです よ。」(おもちゃの説 明)
(練習 方法3)
自分 の事情 を説 明 しなが ら,依 頼 な どをする。
例 王srす みませ ん,お 願 い したい ことがあ るんですが。」
Trど うしたんですか。」
S「 実 は○○大学 を受 けたいんです。 それで,推 薦状 を書 いてい
ただ きたい んです。」
例2S「 きの う休 んでいたので,よ くわか らないんですが,説 明 して
いただ けますか。」
(練習方法4)
S1は 「一 そ うだ」(様態)と の組合せで,そ う見 える理 由を尋ね る。S2
はそ の理 由を説明 す る。
例1SI「 うれ しそ うですね。」
S2「今 日はデー トなんです。/口 本語ぴ)授業がないんです。」
例2S1「 鞠 さんは悲 しそ うですね。」
S2「試験 に落 ちて しまったんです よ。」
S1は,さ らに 「どうしたんです か」 を加 えて尋 ね る。
46・Vて います(結果 の状態)(L21)
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動作 の進行 の 「一て いる」 との違 いを,「本 を読み ます.読 んでい ます。
読み ま した。」 「すわ ります。 すわ りま した。すわ ってい ます。」 な どの動
作っ き晩)例で確認 して か ら練習 にはい る。(一・38)
(練習方法1)
「並ぶ」「立つ」「すわ る」「起 きる」「寝 る」 な どの動作 を実際 にみんなに
させてS亘 がそれ を描写す る。「まだ」「も う」 とも組合せて表現 させ る。
例 「S2さんは まだ寝てい ます が,S3さ んはも う起 きて います。」
(「S2さん はまだ寝て ますが,S3さ んはも う起 きて ます。」)
(練習方法2)
天候 に関す る会話。「晴れ ている」「曇 ってい る」 「雲 が出 ている」「お 日
さまが出てい るJな ど。 過去形 も使 って表現 させ る。 「朝 は曇 ってい まし
たが,も うす っかP晴 れていますね。」 な ど。
似 上,蒲 谷 宏担 当)
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